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【先週のMESSAGEより】
　　　エサウとヤコブ　創世記25、27章　　
●双子の兄弟の弟であったヤコブは長子の権利を持ちながらその価値

を理解していなかった兄エサウからそれを奪う機会を狙っていた。生

来、野生派であり後先考えない兄が腹を空かせて猟から帰っていた時

を狙って一杯の赤いスープと引き換えにヤコブ

は長子の権利を手に入れた。その後、ヤコブは

母リベカの入れ知恵で父をもだまして「祝福の

祈り」をも兄から奪ってしまった。彼らがした

ことは確かに許されるべきことではなく、彼ら

は苦い報いを自分の身に受けることになる。た

だ一点、何よりも「神の祝福」に価値を見いだし、何よりもそれを求

めたこと、この一点で神の御心につながっていたのである。

●エサウは一方、赤いスープを前に「長子の権利など今の 私に何に

なろう」と答え、ヤコブに対して長子の権利を譲る誓いまでしてしま

う。「エサウは長子の権利を軽蔑したのである」と結論を下された。

神は厳しい。彼の問題は彼が「今」にしか生きておらず「目に見えな

い事柄」に価値を見いださなかったことであり、そのような態度を取

ることで究極的には神ご自身を軽蔑したのである。

●私たちへのレッスンは何か。１)約束を信じ、２)命令に従うこと 

が信仰の基本であるということである。約束と命令は将来への投資

であることに気づかれるだろう。約束は将来果たされることであり、

約束した人格への信頼 から始まる。命令は命令に従った場合の将来

の結果 を考えて行動するものである。「その時」を生きているだけ

なら滅ぶべき動物と等しい（詩篇49:21）と聖書は教えている。神は

私たちが信仰の目を持つ者になることを願っておられるのである！

【今週の暗唱聖句】  
わたしは、あなたに約束したことを成し遂げるま

で、決してあなたを捨てない。創世記２８章１５節

なんと力強い約束であろう。神は驚異的な忍耐心の

持ち主であり、ご自身の言葉にかけてことを実行さ

れる。私たちを救い、必要を備え、心を造り変え、

天国に導き、全て最後まで成し遂げて下さる！■



【今週の英語「おカネ」】"Adrianism"AdrianRogersより
Tithinig is not God's way to raise money.  It's His way to 
grow Christians. 神は十分の一の献金でもうけようとしているのではない。クリス
チャンを成長させようとしているのである。
Some people have made a god of wealth. They worship at 
the shrine of money. Their god is gold. Their creed is greed. 
Their theology is "Get all you can; can all you get; sit on the 
lid; and poison the rest." ある人たちは富を自分の神としている。彼らはカネを祭
る神殿で礼拝する。金が彼らの神である。彼らの信条は貪欲である。彼らの神学は、できるだけ
集めよ、集めたものを出きる限り貯め込め、蓋の上に座れ、自分以外を毒せよ、である。

【荒野のマナ、約束の地での財産の誘惑のレッスン】
●世界経済激しく揺れ動いている。あなたの経済意識はいまどこにあ

るだろうか。聖書にはクリスチャンが学ばなければならない必須経済

レッスンが大きく二つある。両方申命記八章に出てくる。これをマス

ターしておくことは健全な経済ライフを送るために大変重要である。

●荒野のマナのレッスン（1~6、14~16節） ：紅海を渡り、エジプト

から救われたイスラエル人たちが導かれたのは荒涼とした砂漠であっ

た。水も食べ物もない。待っていたのは「マナの訓練」である。二日

分集める金曜日(翌日が安息日)以外、毎日、その日の分だけマナを集

め、それを食べきる。貯蔵は一切許されず、翌日マナが降ってくる保

証は「神の約束と恵み」以外何もない。ここでのレッスンは１）人は

そもそも100％神と神の言葉に依存している存在であり、２）神は

100％信頼に足る方である、という二つの真理を徹底的に心に刻むこ

とである。あなたはこのポイントをクリアしているだろうか。

●約束の地での財産の誘惑のレッスン（7~20節） ：神は私有財産を

認めておられる。ただその財産を蓄える力をくださった「神、主をほ

めたたえなければならない」と命令されている。特に食べて満ち足り

立派な家を建てて住み、家畜が増え、金銀が増し、所有物が増し加

わった時に、神を決して忘れてはいけないと命令されているのであ

る。なぜか？人間は豊かになると「この私の力、私の手の力が、この

富を築き上げたのだ」と言い始めるからであ

る。財産には「高慢になる」誘惑があるので

ある。箴言18:12「人の心の高慢は破滅に先

立ち、謙遜は栄誉に先立つ」とある通りであ

る。財産は私たちが用いるようにと神が私た

ちに預けているものであることを覚えたい。


